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市議会からのご案内

 自宅から確認できます 今後の議会日程（6月定例会）

　新型コロナウイルス感染症の発生から3年が経過し、5月以降は感染症法上の位置づ
けを、2類相当から季節性インフルエンザと同様の5類に引き下げることになりました。
3月13日からは、この間着用し続けたマスクについても緩和されました。もちろん、
新型コロナウイルスが消えたわけではないので、まだまだ予断を許さない状況ではあ
りますが、このウイルスとの懸命な共存によって、安心安全と経済活動の共生の道を
歩き始めたことは大きな前進であり、次のフェーズへ向かう希望と感じています。
　議会でも様々な感染予防対策を取ってきましたが、徐々に元通りになっています。
しかしこの間に手に入れた新たな手法は、これからも進化させていきます。

《参加者17名のうち11名が回答してくれました(一部抜粋)》
①政治に対する関心度はあったか？
　→「どちらかといえばあった：6人」「どちらかといえばなかった：4人」「なかった：1人」
②政治に対する関心度の変化はあったか？→「非常に高まった：5人」「どちらかといえば高まった：6人」
③選挙に対する気持ちの変化はあったか？
　→「毎回投票に行こうと思う：6人」「できるだけ投票に行こうと思う：5人」
④議会を身近に感じるようになったか？→「そう思う：8人」「どちらかといえばそう思う：3人」
※この他に政治参画などへの意識を質問しましたが、前向きな回答が多くありました。

【市議会の広報についてアンケートへのご協力をお願いします】
・市議会だよりやホームページについて、市民の皆様の認識度と

関心を調査するために、アンケートを実施します。
・皆様にとって、より分かりやすく見やすい紙面づくりのために、

ぜひご協力をよろしくお願いします。
・スマホで右の２次元コードを読み取って、ご回答ください。
・その他、市議会だよりへのご意見もこちらへお寄せください。

《一般質問》
　■ケーブルテレビ（KATCHネットワーク）
　6/16の質問→6/21放送
　6/19の質問→6/23放送
　6/20の質問→6/27放送
　（デジタル112ch・地デジ11chのサブチャンネル）

《市議会ホームページをご利用ください》
　■一般質問：平成29年6月以降の過去動画を観る
　　ことができます。
　■本会議質疑：YouTube（令和3年9月以降）
　■会議録検索システム（平成15年3月以降）
　■市議会だより・バックナンバー
　　・ホームページ（平成22年12月以降）
　　・アプリ「マチイロ」（令和2年11月以降）
　　・カタログポケット（多言語対応）

6/ 2（金）　議会運営委員会  　
6/ 9（金）　本会議(開会・提案説明)
6/13（火）　本会議(質疑)、予算・決算委員会
6/16（金）　本会議(一般質問)
6/19（月）　本会議(一般質問)
6/20（火）　本会議(一般質問) 
6/22（木）　企画文教委員会、予算・決算委員会分科会
6/23（金）　市民福祉委員会、予算・決算委員会分科会
6/26（月）　建設水道委員会、予算・決算委員会分科会
6/27（火）　予算・決算委員会分科会(予備日)
6/29（木）　予算・決算委員会、議会運営委員会
6/30（金）　本会議(討論・採決・閉会)
※開会時間は午前10時です。
※5/2・3に、伊那市議会との交流事業を行います。
　伊那市は平成6年11月より、友好都市提携をしてい
　ます。
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《第１部》３月定例会の各常任委員会の報告
　　　　  ①建設水道委員会　②企画文教委員会　③市民福祉委員会

《第２部》市民との意見交換会(質疑応答、自由討議)
《オンライン参加》ご自宅から、パソコン・スマホで議会報告会に参加できます
　　　　　　　 （事前申し込み不要）

Zoom会議を利用します　《ID》959 0772 9055　《パスコード》houkoku42

令和５年５月６日(土)　午後１時３０分～３時３０分
中央公民館２階講堂（オンラインも同時配信）

第42回 議会報告会 ～市民との意見交換会～ を開催します
日 時
会 場 一緒に
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市議会だよりアンケート

第41回議会報告会「市民と議会との合同研修会」実施

　令和５年１月２９日(日)スギ薬局知立福祉アリーナにて第４１回議会報告会を、法政大学土山
教授を講師に迎え、市民参加による合同研修として開催しました。市民の方には会場参加に
加え、オンラインでの参加もいただき多くの方々と幅広い議論と意見交換ができました。

・議員定数、報酬の問題の本質は、議会と議員の価値に対する理解の問題であり、また、その
理解を支える実績と周知の問題とも言える。
・適正な議員定数については、地域の多様性に対応でき様々な地域課題や意見を集約し、政
策に反映しうる人数。
・平成の市町村合併により議員定数は大きく削減されたが、その後も減少し続けている。
　議員数の適正規模をどのように設定するかは課題。

・自治体の政策や制度が、良い状態であるように信託された権限を使って行政を制御するこ
とが議会の役割でありその実績が成果。しかし、これまでの歴史の積み重ねの中で行政は
間違わない、間違ってはいけないという幻想が根付き、議会は現状その追認機関にとど
まっているのでは。

・議会や議員の、見えない努力や成果に対して十分な評価は得られない。議会として執行部
の政策や制度に対していかに制御機能を果たし、実績を積んだかを可視化して周知し、市
民と情報共有を図ることが必要では。
・わがまちの政策・制度は議会があるから、議員がいるから良い状態にあるという評価を得
るには、努力や成果に対して市民の承認を得ること。

議会と議員への「市民理解と評価」高められているか

「政策議会」とは何か。〈政策・制度を議会が制御すること〉

議員定数と報酬について

テーマ①　知立市議会と市民の関係がよくなるために議会・議員に言いたいこと

テーマ②　知立市議会と市民の関係をよくするために市民に言いたいこと

■研修の中でA～Eの5グループに分かれ2つのテーマで話し合い発表を行った。

●テーマ 「議会」と「議員」は市民にとってどんな存在か

Ａグループ　市民生活を見つめ、地に足の着いた活動を心がけてほしい。市民との対話の
場を持ってほしい。

Ｂグループ　議会報告会への参加者が減少している。参加者の固定化が問題。新たな参加
者を得るために、魅力ある情報発信が必要。

Ｃグループ　市民生活をよくするための政策提言をしてほしい。ペーパーレスをやめてほしい。
Ｄグループ　議案全てに対して質問をするくらいの問題意識を持ってほしい。市民の側を

もっと向いて意見を聞いてほしい。
Ｅグループ　町内会などの小さい範囲での意見も聞いてほしい。

Ａグループ　議会に興味をもってほしい。定数削減は本当に
市民のためになるのかを考えてほしい。

Ｂグループ　特に若い人に政治への関心を持ってもらいたい。
Ｃグループ　議会を見に来てほしい。
Ｄグループ　市政にもっと関心を持ってほしい。

議会報告会のご案内


